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1 . 中学生の友人関係について

中学生は思春期にあたり, ����(1962) はこの時期を

�親から精神的に離れ, 自立し, 個を確立していく過程

として, ｢第二の個体化過程 (�����	
�	
�
	��
��

�������)｣�とした｡ よって, 中学生は親よりも友人の方

が大切になり､ 友人関係の構築が課題となると思われる｡

中学生に見られる友達との付き合い方の特徴として, 落

合ら (1996) は, �自分の本音が問われるようなことは

避け, 自分を守ろうとする ｢自己防衛的なつきあい方｣�

をあげている｡ しかし, 吉岡 (2001) は, �中学生は相

手に自分のことをわかってもらいたい, 何でも話し合い,

相談しあったりして, 相手とわかり合いたいと友人との

関係を理想としては求めているが, 実際にはそのような

付き合い方ができていないと感じている�ことを指摘し

ている｡ よって, ｢自己防衛的なつきあい方｣ を求めて,

そのようなつきあいをしているのではなく, 親密な関係

を求めてはいるものの, 実際はそのような関係を築くこ

とができていない中学生の存在が考えられる｡ 一方で

�中学生にとっては, ｢友人との関係｣ は学校への適応感

に強い影響力をもっている�(大久保, 2005)｡ 以上より,

本研究では中学生の友人関係に注目し, 心理的援助の一

助となることを目指す｡

2 . 自己表現について

(1) ありのままの自己表現とは

�自己の内面的な世界を他者に知らせるという行為は,

社会的な存在としての人間には欠かすことのできないも

のである�(榎本, 1997)｡ 自己開示を初めに心理学研究

の対象とした�����	(1971) は, �自己開示は, 自分自

身をあらわにする行為であり, 他人たちが知覚しうるよ

うに自身を示す行為である�と定義している｡ 松島

(2004) も, 自己開示を �自分自身についての情報を,

他者に言語的にありのままに伝えること�と定義してお

り, 自己開示とは自分のことを偽ることなく, 他者に本

音で話すことと考えられる｡

自己開示研究の際に用いられる質問紙では, 相手に話

す際に ｢偽っている｣ と答えた場合は, ｢全く話したこ

とがない｣ と同様のものとみなしているものがある (榎

本, 1987)｡ しかし, 一般的には, 特定の他者に対して

｢どの程度話しているか｣ と教示し, ｢まったく話したこ

とがない～十分に話してきた｣ の 5段階評定をするよう

に求めるものが多い (例えば, 榎本 (1997), 渋谷・伊

藤 (2004), 和田 (1995))｡ その結果, 定義としては本

音で話すという意味合いのある自己開示の研究において,

｢話してはいるが, 本音を話しているのではない｣ とい

う被験者を見落とすことになっていると思われる｡ よっ

て, 本研究では, 本音ではない自己表現に焦点をあてる｡

(2) 中学生の自己表現の現状

�素直に自己開示できる親密な関係をもつことが, 精
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神的健康の増進のために必要であり�(榎本, 1997), 友

人に本音を話すことは重要である｡ 中学生という時期は

思春期前半にあたり, この時期によく見られるチャムグ

ループでは, 互いの共通点・類似性を確かめあうのが基

本になっている (保坂, 1998)｡ よって, 中学生という

時期は友人との同質性を求める段階であるため, 自分を

率直に表現することには困難が伴い, 本音を話すことが

できにくい時期であると考えられる｡

また, 中学生の現状として, �思春期の子どもたちは

仲間から排除されはしまいかという同調圧力に絶えず脅

かされ, 気をつかい, くたびれはててしまっている�

(諸富, 1999) ことや �互いの関係を壊さないように一

生懸命気を遣い, 相手との距離をはかることに心を砕く

子どもが多い�(伊藤, 2006) ことが報告されており,

自分の本音を抑えてでも相手に合わせるために, 友達と

のつきあいに疲れを感じている中学生の存在が考えられ

る｡

3 . 見せかけの自己表現に対する認知について

(1) 見せかけの自己表現とは

友人に気遣いをし, 本音をださないようにする中学生

は, 友人関係においてどのようにふるまっているのであ

ろうか｡ 堀田ら (2001) は, �本当はやりたくないこと

でもみんなに付き合う, 友達の発言に傷ついたときでも

自分の感情はみせないなどを見せかけの自己行動�とし

てあげている｡ そして, �適度な配慮や共感的態度は,

友人関係の適応感や精神的健康とプラスに関連する�と

報告している (堀田ら, 2001)｡ 吉岡 (2007) も, �友人

関係の満足感が高いものは, 状況に応じて自己の在り方

を柔軟に調節できている�ことを明らかにしており, 本

音を抑えることがいつも不適応をもたらすのではなく,

友人とうまくやっていくために必要であるとも考えられ

る｡

本研究では, 堀田ら (2001) を参考に ｢本音とは違う

ことを言ったり, 本音とは違うようにふるまったり, 本

音をださないこと｣ を見せかけの自己表現と定義する｡

堀田ら (2001) の定義では, ｢本当の自己｣ という用語

が用いられていたが, 青年期の危機として, ������	
��

��(1950) が �アイデンティティ対アイデンティティの

拡散�をあげているように, 青年期は本当の自己がはっ

きりしていないため, 本音という用語を用いる｡

(2) �自己�の見せかけの自己表現に対する認知につ

いて

見せかけの自己表現が, 不適応をもたらすかどうかは,

見せかけの自己をどのように認知しているかによって異

なると考えられる｡ 堀田ら (2001) は, 中学生が本当の

自己と違うように振舞う自己にどのような意識をもつか

について検討した結果, �｢つかれる｣ といった否定的感

情と ｢自然なことだ｣ といった肯定的感情を見出し, 青

年期には, それをどのように捉えるかが重要である�と

指摘している｡ しかし, 堀田ら (2001) の肯定的・否定

的感情に関する項目は 5項目ずつと少なく, 信頼性も低

いため, 再検討する必要がある｡

また, 佐久間 (2006) は, 中学生・高校生・大学生は,

様々な人間関係に応じて変化する自己に対して �｢演じ

ているようで嫌だ｣ といった否定的意識に発達差は見ら

れなかったが, ｢必要｣ ｢自然｣ といった肯定的意識は年

齢があがるにつれて増加する�としている｡ 以上より,

中学生は見せかけの自己に肯定的な意識を持ちにくい段

階ではないかと思われるため, �自己�の見せかけの自

己表現をどう認知しているのかについて着目することと

する｡

(3) �友人�の見せかけの自己表現に対する認知につ

いて

これまで自分が本当の自己と違うようにふるまうこと

に関する研究は行われているが (堀田ら, 2001；佐久間,

2003；渡部ら, 2006), �友人�が �自己�に対して見せ

かけの自己表現をすることに焦点をあてた研究は行われ

ていない｡

岡田 (1999) の研究において, �友人が表面的な関係

を求めているから自分も表面的な関係をとっているだけ

であり, 理想としては親密で内面的な関係を求めている�

ことが明らかにされている｡ これは, 友人がどのような

付き合い方をしているのかという認知が, 自分の友人に

対する付き合い方に影響を及ぼすということを示してい

る｡

ところで中学生のつきあい方に �自分の本音が問われ

るようなことは避け, 自分を守ろうとする自己防衛的な

つきあい方�(落合ら, 1996) がある｡ そのような中学

生が, 友人も防衛的であることを求めるとすれば, 友人

が本音を抑えることを肯定的に認知するだろう｡ そのこ

とを明らかにするためにも �友人�が �自己�に対して

見せかけの自己表現をすることをどう認知しているかと

いうことについて検討することには意義があると思われ

る｡

(4) 見せかけの自己表現の認知についての性差

中学生の自己開示では �女子は男子に比べて開示度が

高い�(渋谷ら, 2004) ため, 女子の方がお互いの本音

を開示しあうような付き合いを求めていると考えられる｡

よって, 本研究では見せかけの自己表現の認知の性差に

ついても検討する｡

4 . �自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対

する認知とストレス反応の関連

三浦 (2006) は, 中学校において心理的ストレスに関

するチェックリストを実施しており, ストレス反応は,
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中学生の適応状態を知る有用な視点であると思われる｡

奥野ら (2007) は, �中学生において, 言語的主張をあ

まりしない場合に, ストレスを溜めるものもいれば溜め

ない生徒も存在する�としているが, この相違がなぜ生

じるのかについては明らかにしていない｡ この相違は,

言語的主張をあまりしない, つまり見せかけの自己表現

をする自己をどう認知しているかという事から生じてい

ると考えられる｡ また, 堀田ら (2001) は, �本当の自

己と違うように振舞ったとしても, その自己をどう認知

するかによって, 中学生の適応感は異なる�としており,

�自己�の見せかけの自己表現の認知とストレス反応の

関連を検討する必要があると思われる｡

また, �現代の青年の友人関係の特質として, 内面的

なかかわりを避け表面的な楽しさを追い求める傾向�

(岡田, 1995) が指摘されている｡ この傾向にある中学

生は, �友人�が �自己�に対して本音を見せないこと

を肯定的に認知するという推測が可能であり, 彼らはス

トレス反応を表出しないという特徴が予想される｡

本研究では, �自己�および �友人�の見せかけの自

己表現に対する認知とストレス反応の関連を検討するこ

ととする｡

5 . 目 的

以上より, 本研究では中学生における �自己�の見せ

かけの自己表現に対する認知および �友人�の見せかけ

の自己表現に対する認知を測る尺度を作成する (第一研

究)｡ また, �自己�および �友人�の見せかけの自己表

現に対する認知とストレス反応との関連について性差を

考慮に入れながら検討する (第二研究)｡

� 第一研究

1 . 目 的

�自己�の見せかけの自己表現に対する認知および

�友人�の見せかけの自己表現に対する認知を測る尺度

を作成する

2 . 方 法

(1) 調査対象：中学 1・2・3 年生 (2 校) に対して調

査を行い, 回答に不備のなかった 496 名 (男性 239 名,

女性 257 名) を分析の対象とした｡

(2) 調査時期・調査手続き：2008 年 10 月中旬～11 月

中旬｡ 質問紙法, 無記名｡ 配布・回収はクラス担任に依

頼した｡

(3) 調査内容：堀田ら (2001) の見せかけの自己行動

の感情尺度, 佐久間 (2003) の関係的自己の可変性にお

ける変化意識の尺度の項目に加え, 筆者が必要と考える

項目を加えて質問項目を作成し, 心理学を専攻する大学

院生 3 名により, 項目の内容妥当性が検討された｡ ｢あ

なたが友達に対して (友達があなたに対して) 本音とは

ちがうことをいったり, 本音とはちがうようにふるまっ

たり, 本音をださないことについてどう思いますか｣ と

教示し, �4：そう思う�～�1：全く思わない�の 4件法

で回答｡ �自己�の見せかけの自己表現の認知 30 項目,

�友人�の見せかけの自己表現の認知 31 項目｡

(4) 分析方法：尺度の因子構造を検討するため, 因子

分析を行う｡

3 . 結 果

(1) �自己�の見せかけの自己表現に対する認知

因子分析 (主因子法・プロマックス回転) の結果, 2

因子 22 項目が抽出された (�����1)｡
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1 2

第 1因子 ｢肯定的認知｣ 因子 (11 項目�α��89�

ふつうのことだ｡ �� －�10

当たり前のことだ｡ �� －�09

大切なことだ｡ �� �08

しかたがないことだ｡ ��� �16

適切なことだ｡ ��� �13

必要なことだ｡ ��� �02

よくあることだ｡ �� �06

しぜんなことだ｡ ��� －�04

いいことだ｡ ��� －�02

抵抗がない｡ ��� －�13

優しい｡ ��� �03

第 2因子 ｢否定的認知｣ 因子 (11 項目�α��88�

本当はやりたくない｡ �00 ��

自分のことが分からなくなるようでこわい｡ �01 ���

つかれる｡ �21 ���

不自然だ｡ －�03 ���

悲しい｡ �02 ���

自分を疑ってしまう｡ �03 ���

気持ち悪い｡ －�07 ���

演じているようで嫌だ｡ －�12 ���

友だちに気を使っている気がする｡ �26 ���

悪いことだ｡ －�23 ���

相手に申し訳ない｡ －�20 ���

因子相関行列 1 2
1 ― －�44
2 ―

������

�自己�の見せかけの自己表現に対する
認知尺度の因子分析結果

(主因子法・プロマックス回転後の因子パターン)



第 1 因子は, ｢ふつうの事だ｣, ｢当たり前のことだ｣

などの項目が高い負荷量を示していたことから, ｢肯定

的認知｣ 因子 (���89) と命名した｡ 第 2 因子は, ｢本

当はやりたくない｣, ｢自分のことが分からなくなるよう

でこわい｣ などの項目が高い負荷量を示していたことか

ら, ｢否定的認知｣ 因子 (���88) と命名した｡

(2) �友人�の見せかけの自己表現に対する認知

因子分析(主因子法・プロマックス回転)の結果, 2 因

子 28 項目が抽出された (�����2)｡

第 1 因子は, ｢ふつうのことだ｣, ｢よくあることだ｣

などの項目が高い負荷量を示していたことから, ｢肯定

的認知｣ 因子 (���91) と命名した｡ 第 2 因子は, ｢本

当はしてほしくない｣, ｢友だちのことがわからなくなる

ようでこわい｣ などの項目が高い負荷量を示していたこ

とから, ｢否定的認知｣ 因子 (���90) と命名した｡

4 . 考 察

�自己	および �友人	の見せかけの自己表現に対す

る認知尺度の因子分析の結果, どちらも ｢肯定的認知｣

と ｢否定的認知｣ の 2因子が抽出された｡

｢肯定的認知｣ 因子は, 堀田ら (2001) の見せかけの

自己行動に対する肯定的感情と似た項目だが, �友人	

の見せかけの自己表現に対しても同様の項目が得られた｡

石津ら (2008) は, �自己抑制的であっても他者志向的

な適応方略を多くとる個人は, 学校適応は保たれている

が, その陰でストレス反応が蓄積されている可能性があ

る	と述べている｡ 肯定的認知の中には ｢大切なことだ｣

といった見せかけの自己表現を適応方略として受けとっ

ている項目が見られた｡ 一方で, ｢しかたがないことだ｣

｢よくあることだ｣ といった様に, 消極的に肯定してい

る項目も見られ, 見せかけの自己表現に対する複雑な心

境が窺える因子となっている｡

｢否定的認知｣ 因子は, 佐久間 (2003) の様々な関係

に応じて変化する自己に対する否定的意識と近い内容に

なっている｡ 本研究では, �自己	が �友人	に, �友人	

が �自己	にと対象を絞ったが, 結果として同じ様な因

子が得られた｡ 崔ら (1998) は, �青年期の友人関係に

おいて, ネガティブな感情表出を過剰に制御することは,

表面上うまくやっているように思えても, 本当に理解し

合っているという充実感が得られない	としている｡ 見

せかけの自己表現には, マイナスの影響があり, 中学生

も ｢本当はやりたくない｣ ｢本当はしてほしくない｣ と

いった否定的な認知が見出されたのだろう｡

� 第二研究

1 . 目 的

�自己	および �友人	の見せかけの自己表現に対す

る認知とストレス反応との関連について性差を考慮に入

れながら検討する

2 . 方 法

(1) 調査対象：第一研究と同様｡

(2) 調査時期・調査手続き：第一研究と同様｡

(3) 調査内容：①フェイスシート…学年, 性別｡ ②

�自己	の見せかけの自己表現に対する認知尺度…第一

研究で作成｡ 22 項目, 4 件法｡ ③ �友人	の見せかけの
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第１因子 ｢肯定的認知｣ 因子 (17 項目�α��91�

しぜんなことだ｡ ��� �04

ふつうのことだ｡ ��� －�08

必要なことだ｡ ��� －�04

しかたがないことだ｡ ��� �06

適切なことだ｡ ��� �07

当たり前のことだ｡ ��� �00

大切なことだ｡ ��� �02

よくあることだ｡ ��� �13

いいことだ｡ ��� －�06

えらい｡ ��� �09

抵抗がない｡ ��� －�10

優しい｡ ��� �00

良い面も悪い面もある｡ ��� �28

苦しいことではない｡ ��� －�20

私に気をつかってくれるようでうれしい｡ ��� �03

どうでもいいことだ｡ ��� －�16

あまり意識したことがない｡ ��� －�14

第２因子 ｢否定的認知｣ 因子 (11 項目�α��90�

本当はしてほしくない｡ －�08 ���

友だちのことが分からなくなるようでこわい｡ －�07 ���

悲しい｡ �03 ���

不自然だ｡ �02 ���

演じられているようで嫌だ｡ －�11 ���

信頼されていないように感じる｡ �01 ���

友だちに気を使われている気がする｡ �19 ���

友達を疑ってしまう｡ �06 ���

気持ち悪い｡ －�06 ���

友だちはつかれるだろう｡ �19 ���

悪いことだ｡ －�21 ���

因子間相関 1 2
1 ― －�32
2 ―

������

�友人�の見せかけの自己表現に対する
認知尺度の因子分析結果

(主因子法・プロマックス回転後の因子パターン)



自己表現に対する認知尺度…第一研究で作成｡ 28 項目,

4 件法｡ ④中学生用ストレス反応尺度…三浦 (2002) が

作成した中学生が表出するストレス反応を測定するため

の尺度｡ ｢抑うつ・不安｣ ｢不機嫌・怒り｣ ｢無気力｣ お

よび ｢身体的反応｣ の 4 下位尺度から構成｡ 20 項目, 4

件法｡

(4) 分析方法：

1 ) 見せかけの自己表現の認知に関する性差の検討

�自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対す

る認知の下位尺度 ｢肯定的認知｣ ｢否定的認知｣ に関し

て, 性差があるのかを検討するため, �検定を行う｡

2 ) 見せかけの自己表現認知による型 (認知スタイル)

の分類

�自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対す

る認知の各下位因子得点によってクラスタ分析を行う｡

各下位因子得点は, それぞれの因子に含まれる項目の平

均値を用いることとする｡ 各認知スタイルの人数につい

てχ2 検定を行う｡ また, 認知スタイルの特徴を探るた

め, 認知スタイルを独立変数, �自己�および �友人�

の見せかけの自己表現に対する認知の 4つの下位因子得

点を従属変数とした一要因の分散分析を行う｡

3 ) 認知スタイルとストレス反応の関連

認知スタイルとストレス反応の関連, また性別の及ぼ

す影響を検討するため, 認知スタイル(4)・性別(2)を独

立変数, ストレス反応の総合得点を従属変数とした 2要

因分散分析を行う｡

3 . 結 果

(1) 見せかけの自己表現の認知に関する性差の検討

�自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対する

認知の下位尺度である ｢肯定的認知｣ ｢否定的認知｣ に

関して, 性差があるかを検討するため, それぞれ�検定

を行った｡ その結果, �自己�においても �友人�におい

ても肯定的認知は, 男子の方が高く, 否定的認知は女子

の方が高いという結果が得られた (�自己�の肯定的認

知：�(494)�3�53, ���001, �自己�の否定的認知：�(494)�

5�70, ���001, �友人�の肯定的認知：�(494)�2�83, ���01,

�友人�の否定的認知�(494)�6�85, ���001)｡ それぞれの

結果を	
��1, 2 に示す｡

(2) 見せかけの自己表現認知による型 (認知スタイル)

の分類

�自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対す

る認知尺度の ｢肯定的認知｣, ｢否定的認知｣ の因子得点

を用いて, クラスタ分析 (���法) を行った結果, 4

つのクラスタ (以下, 認知スタイルと呼ぶ) が得られた｡

また各クラスタの人数についてχ2 検定を行ったところ,

有意な人数の偏りが見られた (χ2�224�44, ���3, ��

�001)｡ 次に, 得られた認知スタイルを独立変数, �自己�

および �友人�の見せかけの自己表現の認知尺度のそれ

ぞれ 2つの因子得点を従属変数とした一要因分散分析を

行った結果, すべてにおいて有意な群間差が見られた

(�自己�の肯定的認知：�(3�492)�173�24；�自己�の否定

的認知：�(3�492)�221�07；�友人�の肯定的認知：�(3�492)�

152�80；�友人�の否定的認知：�(3�492)�220�57, すべて�

��001)｡ 各認知スタイルのプロフィールを	
��3 に, 人

数を����3 に示す｡

第 1 クラスタは, �自己�・�友人�の見せかけの自己

表現に対し肯定的認知は平均より少し高く, 否定的認知

は平均を下回っている｡ この型は, 見せかけの自己表現

を肯定的に認知している型であるため, ｢消極的肯定型｣

とした｡

第 2 クラスタは, �自己�・�友人�の見せかけの自己

表現に対し肯定的認知, 否定的認知のどちらも平均より

高い｡ この型は, 肯定と否定の相反する認知を持ち合わ

せているため, ｢肯定・否定並存型｣ とした｡

第 3 クラスタは, �自己�・�友人�の見せかけの自己

橋詰：中学生における�自己�および�友人�の見せかけの自己表現に対する認知とストレス反応の関連 ���
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表現に対し肯定的認知は 4群の中で最も低く, 否定的認

知は 4群の中で最も高い｡ よって, 見せかけの自己表現

に, 否定的認知のみが高いという特徴をもつため, ｢否

定型｣ とした｡

第 4 クラスタは, �自己�・�友人�の見せかけの自己

表現に対し肯定的認知は 4群の中で最も高く, 否定的認

知は 4群の中で最も低い｡ よって, 見せかけの自己表現

に対し肯定的認知のみが高いという特徴をもつため,

｢積極的肯定型｣ とした｡

(3) 認知スタイルとストレス反応の関連

認知スタイルおよび性別とストレス反応の関連を検討

するために, 認知スタイル(4)×性別(2)を独立変数, ス

トレス反応の総合得点を従属変数とした 2要因分散分析

を行った結果, 交互作用が有意であった (�(3�488)�3�21,

���05)｡ 各認知スタイルと性別によるストレス反応得点

を	
��4 に示す｡

認知スタイルの水準における性別の単純主効果を検定

したところ, ｢積極的肯定型｣ において性別の単純主効

果が有意であり (�(1�488)�5�95, ���05), 男子よりも女子

のストレス反応が高かった｡ また, 性別の水準における

認知スタイルの単純主効果を検定したところ, 男子, 女

子ともに認知スタイルの単純主効果が有意であった (男

子：�(3�488)�6�50, ���001 女子：�(3�488)�3�97, ���01)｡

����の ���検定による 多重比較の結果, 男子では

｢肯定・否定並存型｣ が ｢消極的肯定型｣ および ｢否定

型｣ よりもストレス反応が高く (����������, ���01),

女子では ｢積極的肯定型｣ が ｢消極的肯定型｣ および

｢否定型｣ よりストレス反応が高かった (����������, �

��05)｡

4 . 考 察

(1) 見せかけの自己表現の認知に関する性差について

�女子の方がありのままの自分を出して付き合おうと

するのに対し, 男子は内面を隠した防衛的なつきあい方

をする�(長沼ら, 1998) とされる｡ 女子に見られる,

本音で友達と深く付き合おうとするつきあい方は �自己�

が �友人�に本音を見せることだけではなく, �友人�

も �自己�に本音を見せてくれることを求めるつきあい

方なのではないかと考えられる｡ また �女子は男子より

全般的に友人に率直に自分の意見や考えを言ってほしい

と思う気持ちが強い�(柴橋, 2001)｡ よって, 女子は見

せかけの自己表現に対して否定的認知が男子より高いと

考えられる｡ 一方, �男子の自己防衛的なつきあい方�

(長沼ら, 1998) は, 言い換えれば �自己�だけでなく

�友人�も本音をださずに, 傷つけあうことを避けたい

という気持ちであり, それによりどちらの見せかけの自

己表現に対しても女子より肯定的認知が高いのではない

かと考えられる｡

(2) 見せかけの自己表現認知による型 (認知スタイル)

の分類

�自己�および �友人�の見せかけの自己表現に対す

る認知尺度の因子得点を用いて, クラスタ分析を行った

結果, 4 つの認知スタイルが得られた｡

｢消極的肯定型｣ は, 4 つの認知スタイルの中で人数

が一番多い｡ �中学生は高校生に比べて, 自分の気持ち
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 !"��認知スタイルのプロフィール
 !"�#認知スタイルと性別によるストレス

反応得点の平均値

消極的 肯定・否定 否定型 積極的

肯定型 並存型 肯定型

$

男子 136 59 21 23

女子 111 92 47 7

全体 247 151 68 30

%&'()�

各認知スタイルの人数



や考えを率直に伝える際に ｢配慮・熟慮｣ を強く感じて

いる�(柴橋, 2004)｡ よって, 中学生の多くは見せかけ

の自己表現を人と付き合っていくための必要なスキルと

して受け止めていると思われる｡ ｢肯定・否定並存型｣

は, 肯定と否定の相反する認知を持ち合わせている｡ こ

の型の中学生は, 本音をだしあって親密になりたいとい

う気持ちと本音を抑えて配慮しあうことも必要だという

気持ちを持ち, 葛藤状態にあると推測される｡ ｢否定型｣

は, 否定的認知のみが高い｡ �自分の気持ちや考えを大

切にし, それを伝えることへの肯定的な価値観を持って

いる者は素直に ｢自己表明｣ し, 相手にもそうあってほ

しいと思っている�(柴橋, 2004)｡ 以上のことより, 否

定型はお互い本音を出して付き合いたいという思いを持っ

ていると思われる｡ ｢積極的肯定型｣ は, 4 つの認知ス

タイルの型の中で人数が最も少ない｡ 現代の青年の友人

関係の特質として, �内面的なかかわりを避け表面的な

楽しさを追い求める傾向�(岡田, 1995) が指摘されて

いるが, この型は特にその傾向が強いのではないだろう

か｡

(3) 見せかけの自己表現に対する認知スタイルとスト

レス反応の関連

1 ) 認知スタイルの水準における性別の単純主効果に

ついて

｢積極的肯定型｣ において, 女子が男子よりもストレ

ス反応が高かった｡ ｢積極的肯定型｣ は, どちらの見せ

かけの自己表現に対しても肯定的認知が高く, 友人と付

き合っていく上ではお互いが本音を抑えるなど配慮が必

要であると思っている型である｡ よって, 率直に自己開

示しあうことができず, 表面的な関係となってしまうと

考えられる｡ �表面的な交友を営む女子は交友関係への

不満が高い�(広実, 2000) ために, 男子に比べストレ

ス反応が高くなるのだろう｡ 一方, �男子は友達と一緒

にいられれば自分らしさをだせないことは気にならず,

自分を押し殺すことになる拒否不安が社会的スキルとし

て働く�(杉浦, 2000)｡ つまり, この型の男子にとって

は見せかけの自己表現は社会的スキルであり, お互いが

本音を抑えていたとしても, 友人と楽しく一緒にいれれ

ばよいため, ストレス反応をそれほど表出しないと考え

られる｡

2 ) 性別の水準における認知スタイルの単純主効果に

ついて

①男子の ｢肯定・否定並存型｣ ＞ ｢消極的肯定型｣ お

よび ｢否定型｣ について

｢消極的肯定型｣ と ｢肯定・否定並存型｣ の相違点と

して, 見せかけの自己表現に対して否定的認知を持って

いるかどうかということが挙げられる｡ ｢肯定・否定並

存型｣ の, 見せかけの自己表現に対する否定的認知の高

さは, 本音を出して付き合いたいという気持ちを持って

いるためではないかと考えられる｡ 杉浦 (2000) は,

�中学生は自分を押し殺すことになる拒否不安と親しい

関係を維持したいという親和傾向とが未分化である�と

している｡ ｢肯定・否定並存型｣ は, 本音を出しあうこ

とと見せかけの自己表現をしあうことで, 葛藤を起こし

ているため, ストレス反応が高くなっていると考えられ

る｡

｢否定型｣ は, 肯定的認知は低く, 否定的認知は高い

という特徴をもつ｡ �男子が見せかけの自己行動に対し

て否定的意識を持つことは, 友人関係の不適応感や自尊

感情に強く影響する�(堀田ら, 2001) と示唆されてい

た｡ しかし, 本研究で否定的認知だけを強く持ってもス

トレス反応にはそれ程影響しないという結果が得られた｡

堀田ら (2001) は �自己�の見せかけの自己行動という

一方向から検討したが, 本研究では �自己�だけでなく

�友人�の見せかけの自己表現に対する認知という視点

を加えた｡ ｢否定型｣ は, �自己��友人�のどちらの見

せかけの自己表現に対しても否定的認知が高く, お互い

本音を出し合うような関係でいたいと考えているのでは

ないかと推測される｡ そのような思いを持っている彼ら

のストレスが低いこととして, 実際には見せかけの自己

表現をとっていないことが考えられるため, 否定型につ

いては, 実際行っている友人関係における自己表現とあ

わせて検討する必要がある｡

②女子の ｢積極的肯定型｣ ＞ ｢消極的肯定型｣ および

｢否定型｣ について

｢積極的肯定型｣ に属する女子中学生は 7 名と少ない

ものの, 4 つの型の中で最もストレス反応が高かった｡

�女子は見せかけの自己に肯定的感情を持つことが適応

感を予測し, 見せかけの自己をどの程度受容できている

かが, 適応感を規定する�(堀田ら, 2001) とされてい

た｡ しかし, 肯定的認知が高い ｢積極的肯定型｣ の方が,

｢消極的肯定型｣ よりもストレス反応も高かったことか

ら, 肯定的認知が高いことが必ずしも見せかけの自己を

受容することにつながるのではなく, 肯定的認知の程度

があまりに大きいと, ストレス反応が高く不適応に繋が

るという新たな視点が得られた｡ ｢積極的肯定型｣ は,

どちらの見せかけの自己表現に対しても肯定的認知が高

く, 友人とつきあっていく上でお互いが本音を抑えるな

どの配慮が必要という気持ちを強く持っているのではな

いかと考えられる｡ �互いの関係を壊さないように一生

懸命気を遣い, 相手との距離をはかることに心を砕く子

が多い�(伊藤, 2006) といわれているが, ｢積極的肯定

型｣ の女子は, 友人とお互い気遣いをしあうようなつき

あいとなり, 結果としてストレス反応も高くなると推測

される｡ また, 女子の ｢否定型｣ もストレス反応をそれ

ほど表出しておらず, 男子の ｢否定型｣ と同様のことが

考えられる｡
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� まとめと今後の課題

1 . まとめ

中学生は �自己�・�友人�のどちらの見せかけの自己

表現に対しても ｢肯定的認知｣ と ｢否定的認知｣ を持つ

ことが明らかになった｡ また, 見せかけの自己表現の認

知スタイルとして ｢消極的肯定型｣, ｢肯定・否定並存型｣,

｢否定型｣, ｢積極的肯定型｣ の 4 つが見出され, 認知ス

タイルにより表出するストレス反応に差異がみられた｡

見せかけの自己表現を適度に肯定的に認知している中学

生は, 比較的ストレス反応を表出していなかったが, 肯

定と否定の相反する認知を併せ持つ中学生はストレス反

応が高く, 彼らは本音をだしたいという気持ちと, 本音

を抑える事も必要だという気持ちの葛藤状況にあると思

われた｡ また, あまりに高い肯定的認知を持つ女子は最

もストレス反応が高く, 不適応に陥る危険性が示唆され

た｡ 自己表現は, 友人とつきあっていく上で避けられな

いものであり, 何ら問題を抱えていない様に見える中学

生もストレスをためている可能性がある｡ よって, 見せ

かけの自己表現に対する性別による認知の特徴, 過度の

肯定的認知, 葛藤的な認知に注意しながら, 中学生の友

人関係に対して何らかの予防的援助を行う必要がある｡

2 . 今後の課題

本研究では, 見せかけの自己表現に対する認知のみに

着目したが, 見せかけの自己表現に対する認知と併せて,

友人関係における実際の表現の特徴を検討する必要があ

ると思われる｡ また, 見せかけの自己表現が実際の友人

関係において, どのような場面でどのような形となって

現われるのかについても検討することによって, より詳

細に中学生の特徴をとらえることができるであろう｡
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